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那
覇
港
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
内
に
お
け
る
国
際

物
流
の
拠
点
港
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
観
光
関
連
産
業

の
振
興
を
促
す
海
の
玄
関
と
し
て
着
々
と
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　
同
港
の
泊
ふ
頭
地
区
で
は
、
平
成
二
十
一
年
に
県
内

初
と
な
る
大
型
旅
客
船
専
用
バ
ー
ス
が
暫
定
供
用
さ
れ

た
。
エ
プ
ロ
ン
幅
二
〇
㍍
×
長
さ
二
一
〇
㍍
、
岸
壁
延

長
三
四
〇
㍍
の
こ
の
バ
ー
ス
に
は
こ
れ
ま
で
に
も
国
内

外
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
が
数
多
く
寄
港
、
市
の
中
心
街

と
な
る
国
際
通
り
ま
で
車
で
一
〇
分
と
い
う
ア
ク
セ
ス

の
良
さ
で
訪
れ
る
旅
人
た
ち
か
ら
の
評
判
も
上
々
だ
。

し
か
し
、
暫
定
供
用
ま
で
は
荷
役
作
業
が
頻
繁
に
行
わ

れ
る
一
般
貨
物
岸
壁
で
の
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

た
た
め
、
乗
船
客
専
用
の
岸
壁
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
未
整

備
、
貨
物
と
観
光
客
が
混
在
す
る
景
観
は
沖
縄
の
観
光

イ
メ
ー
ジ
を
阻
害
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
安
全
面
で

も
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
早
期
の
全
面
供
用
が
待
望
さ

れ
て
き
た
。

　
そ
し
て
今
年
三
月
、
エ
プ
ロ
ン
幅
を
三
〇
㍍
拡
幅
し
、

さ
ら
に
広
大
な
ふ
頭
用
地
を
確
保
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
。
採
用
さ
れ
た
の
は
、「
先
行
杭
式

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
工
法
」。
陸
上
で
鋼
管
を
連
続
的
な
三
角

形
に
組
み
上
げ
、
立
体
ト
ラ
ス
構
造
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

製
作
、
予
め
海
底
に
打
ち
込
ん
だ
鋼
管
杭
に
被
せ
る
よ

う
に
設
置
す
る
。
軽
量
、
シ
ン
プ
ル
な
が
ら
十
分
な
強

度
を
維
持
し
、
環
境
に
も
や
さ
し
い
工
法
だ
。 

那
覇
港
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
客
船
バ
ー
ス
を
！

工
程
と
品
質
、全
体
を
管
理
す
る
指
揮
官

縦30ｍ×横60ｍ×高さ10.6m（509t 〜 539t ／基）の鋼製ジャケット3基を北九州で製作。那覇港の海上で連結し、客船ふ頭として整備される。

大
型
客
船
を

出
迎
え
る
巨
大
な

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム

観
光
産
業
を
経
済
の
柱
と
し
て
位
置
付
け
、活
性
化
を
図
る
沖
縄
県
。

そ
の
海
の
玄
関
と
も
い
え
る
那
覇
港
の
泊
ふ
頭
で
、

新
た
な
大
型
客
船
用
バ
ー
ス
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

採
用
さ
れ
た
工
法
は「
先
行
杭
式
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
工
法
」。

巨
大
な
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
の
よ
う
な
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、

そ
の
製
作
ヤ
ー
ド
を
訪
ね
た
。

那
覇
港（
泊
ふ
頭
地
区
）

港
湾
施
設
用
地（
マ
イ
ナ
ス

九
・〇
㍍
）（
耐
震
）築
造
工
事

Site Discovery
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現場

文：槌田波留基　写真：特記以外は山田新治郎

那覇港泊ふ頭で暫定供用されている客船用岸壁。
災害時には防災拠点としての機能も果たす。

（左右 写真提供：五洋建設）

製作現場は五洋建設と日鉄トピーブリッジのコラボ
レーションで展開された。（右が松本所長）

すでに年間延べ60隻近い大型クルーズ船が接岸。
さらに広く安全な岸壁を目指し整備が進む。

　
今
回
の
工
事
は
三
社
の
J
V
に
よ
る
も
の
で
、
各
々

が
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
製
作
、
本
体
工
お
よ
び
桟
橋
上
部
工
、

桟
橋
上
部
工
の
床
版
製
作
を
個
別
に
担
当
す
る
。
五
洋

建
設
は
J
V
ス
ポ
ン
サ
ー
会
社
と
し
て
事
業
全
体
を

統
括
牽
引
す
る
。

工事概要

施工場所：沖縄県那覇市若狭地先、
	 那覇市港町一丁目および
	 北九州市若松区
発 注 者：内閣府 沖縄総合事務局 
	 開発建設部
請 負 者：五洋建設・あおみ建設・
　　　　　りんかい日産建設異工種建設工事
	 共同企業体
工　　期：平成23年3月10日〜
	 平成24年3月31日
主要工種：鋼管杭打設、
	 ジャケット製作・運搬・据付、
	 上部プレキャスト床版製作・据付、
	 上部コンクリート工

L＝180m B＝30
m

：施工位置



40建設業界 2011.1241 建設業界 2011.12

が
な
い
よ
う
、
各
社
が
そ
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
で
実

現
す
る
事
業
で
す
」。
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
製
作
の
実
作
業
は

日
鉄
ト
ピ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
が
請
け
負
う
。
指
揮
官
と
し
て

約
二
〇
名
の
作
業
員
を
率
い
、
工
程
、
品
質
、
全
体
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
重
責
を
担
っ
て
い
る
。

　「
私
に
と
っ
て
工
程
・
品
質
管
理
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
私
の
一
番
の
仕
事
は
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ

り
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
に
安
全
か
つ
気
持
ち
よ
く
仕
事
を

し
て
も
ら
え
る
こ
と
が
何
よ
り
大
事
で
す
」
と
語
る
。

 

　
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
工
法
は
、
陸
上
の
ヤ
ー
ド
で
製
作
し
た

ブ
ロ
ッ
ク
を
一
括
架
設
す
る
た
め
、
現
地
で
の
施
工
が

短
期
間
で
済
み
、
周
辺
を
航
行
す
る
船
舶
や
港
湾
施
設

の
稼
動
に
対
す
る
制
約
も
少
な
い
。
ま
た
、
立
体
ト
ラ

ス
構
造
は
杭
に
発
生
す
る
断
面
力
を
低
減
、
海
域
の
濁

り
な
ど
環
境
負
荷
も
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
五
洋
建
設
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
製
作
ヤ
ー
ド
は
、
北
九
州

の
日
鉄
ト
ピ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
若
松
工
場
内
に
置
か
れ
た
。

工
事
事
務
所
を
統
括
す
る
の
は
松
本
隆
所
長
だ
。「
異

工
種
の
共
同
企
業
体
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
当
事
業
の
特

殊
性
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
構
造
物
の
完
成
度
、

施
工
精
度
、
作
業
の
進
捗
な
ど
、
前
後
の
工
程
に
支
障

つ
く
っ
て
い
る
ん
で
す
」
と
笑
み
を
も
ら
す
。

　
松
本
所
長
に
施
工
者
と
し
て
の
信
念
を
尋
ね
る
と
、

「
見
栄
え
で
す
」
と
い
う
強
い
言
葉
が
返
っ
て
き
た
。
地

中
、
海
底
で
使
命
を
果
た
す
土
木
だ
が
、
護
岸
工
事
、

防
波
堤
を
始
め
「
美
し
い
も
の
を
つ
く
る
」
こ
と
を
信

条
と
し
て
き
た
。
気
泡
の
跡
が
残
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

表
面
、
正
確
さ
を
欠
い
た
細
部
の
仕
上
げ
な
ど
論
外
だ

と
い
う
。「
見
た
人
に
『
あ
あ
綺
麗
や
な
ぁ
』
と
い
う
印

象
を
与
え
る
も
の
を
つ
く
っ
て
き
た
つ
も
り
で
す
。
こ

の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
も
現
場
に
据
付
け
れ
ば
海
面
か
ら
二
、

三
㍍
し
か
見
え
な
く
な
り
ま
す
が
」
と
苦
笑
す
る
。
し

か
し
、
そ
う
し
た
プ
ロ
意
識
が
確
実
な
施
工
、
現
場
に

お
け
る
安
全
の
確
保
を
実
現
し
て
き
た
こ
と
も
確
か
だ
。

　
十
一
月
下
旬
〝
美
し
い
〞
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
が
完
成
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
来
春
の
客
船
岸
壁
全
面
供
用
に
向
け
、

次
の
工
程
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
が
れ
る
。

急
速
施
工
を
可
能
と
す
る
海
上
土
木
工
法

ス
タ
ッ
フ
の
提
案
を
積
極
的
に
導
入

「
美
し
い
仕
事
」を
信
念
と
し
て

吊足場の採用により、昇降用の足場は
最小限の設置で十分だ。

「我々の気がつかないところまで的確に指摘してくれる
所長」と若手スタッフからの信頼も篤い。

塗装が完了した鋼材部分はシートで養生。

五洋建設株式会社
五洋建設・あおみ建設・りんかい日産建設
異工種建設工事共同企業体 監理技術者

松本 隆

今回の現場では、通常10カ月
から1年を要するところを約8

カ月という短工期。さらに、通常100
㍉ほどまで許容されるジャケットの鋼
管と海底に打設した杭の空隙は60㍉
という高い精度が求められました。工
程を維持するためJV各社、関連企業と
の連携、プロジェクト内における創意
工夫の重要性を改めて感じています。
　平成8年、私が最初に手掛けたジャ

ケット工事は阪神・淡路大震災の復興
に関わるものでしたが、その際のパー
トナーも現在の日鉄トピーブリッジで
した。以来、いくつものジャケット製
作をここ若松工場がバックアップして
くれました。
　今回、順調に完工を果たせた背景に
も、長い時間をかけて培われてきた企
業間の深い信頼と連携が活きているの
ではないかと思います。

Q あなたがこの現場で発見したことは何ですか？

A

Takashi Matsumoto

泊
ふ
頭
は
既
に
一
部
が
供
用
さ
れ
て
お
り
、
客
船
の
入

出
港
に
合
わ
せ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
が
容
易
な
こ
と

も
こ
の
工
法
が
採
用
さ
れ
た
理
由
の
ひ
と
つ
だ
。
十
月

下
旬
現
在
、
三
基
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
ほ
ぼ
完
成
、
一
、

三
〇
〇
㌧
吊
の
起
重
機
船
で
台
船
に
搭
載
後
、
施
工
現

場
の
那
覇
港
へ
向
け
曳
航
さ
れ
る
日
を
待
つ
。

　
松
本
所
長
に
と
っ
て
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
現
場
は
四
件
目
。

海
上
土
木
に
携
わ
っ
て
四
〇
年
余
り
、
こ
れ
ま
で
多
岐

に
わ
た
る
工
法
を
一
通
り
経
験
し
て
き
た
が
、
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
製
作
に
は
他
の
港
湾
現
場
と
異
な
る
大
き
な
特
徴

が
あ
る
と
い
う
。「
工
程
を
管
理
し
て
い
く
上
で
海
上

工
事
の
場
合
は
『
波
浪
』
が
大
き
な
障
害
に
な
り
ま
す

が
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
『
雨
』
が
文
字
通
り
天
敵
で
す
」。

悪
天
候
下
で
は
溶
接
、
塗
装
作
業
が
す
べ
て
止
ま
っ
て

し
ま
う
。「
パ
ー
テ
ィ
ー
数
（
作
業
要
員
）
を
増
や
し
て

停
滞
し
た
工
程
を
カ
バ
ー
す
る
し
か
な
い
。
現
場
は
急

な
増
員
要
請
に
も
迅
速
に
対
応
し
て
く
れ
ま
し
た
」
と

語
る
。
工
程
は
遅
延
も
無
く
至
極
順
調
に
進
捗
し
た
。

　
製
作
ヤ
ー
ド
に
は
完
成
間
近
の
三
基
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

が
堂
々
と
鎮
座
し
て
い
た
。
し
か
し
、
細
部
の
溶
接
、

防
食
塗
装
の
た
め
作
業
用
足
場
の
一
部
が
ま
だ
残
さ
れ

て
い
る
。
見
上
げ
る
と
、
上
部
工
の
直
下
に
、
宙
に
浮

い
た
よ
う
な
作
業
ス
ペ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
上
部
の
部
材

を
地
上
で
組
み
上
げ
る
際
に
、
そ
の
鉄
骨
自
体
に
吊
り

下
げ
る
要
領
で
溶
接
・
塗
装
作
業
足
場
を
固
定
し
た
。

部
材
を
最
上
部
ま
で
揚
重
す
る
と
同
時
に
足
場
も
完
成

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
工
期
短
縮
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、

墜
落
災
害
の
リ
ス
ク
低
減
に
直
結
す
る
ア
イ
デ
ア
だ
。

「
こ
こ
で
は
現
場
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
提
案
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
吊
足
場
も
そ
の
ひ
と
つ
。
土
木

現
場
や
工
場
に
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
『
や
り
方
』
が
あ

り
ま
す
が
、
効
果
的
な
発
想
は
ど
ん
ど
ん
採
用
し
て
い

き
ま
す
」
と
松
本
所
長
。
現
場
で
生
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア

は
他
で
も
応
用
さ
れ
、
進
化
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　「
ほ
ら
、
あ
そ
こ
、
上
の
ほ
う
だ
け
包
帯
が
巻
い
て
あ

る
よ
う
に
見
え
る
で
し
ょ
う
？
　
溶
接
の
火
花
で
鋼
材

の
塗
装
面
に
焼
き
傷
が
つ
か
な
い
よ
う
に
ガ
ー
ド
し
て

い
る
ん
で
す
」
と
、
所
長
が
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
上
方
を
指

差
す
。
確
か
に
最
上
部
付
近
の
す
べ
て
の
鋼
管
に
は
耐

火
シ
ー
ト
に
よ
る
養
生
が
施
さ
れ
て
い
た
。「
大
事
に

主要な鋼構造部材を陸上の
工場で製作するため、安定
した品質を確保できる。


